
壽
庚
に
關
す
る
最
後
の
記
事
、
蒲
講
庚
ご
遣
武
蘭
亭
，
心
泉
墨
詩

稿
、
蒲
壽
慶
の
官
歴
、
退
羽
後
の
三
三
慶
、
編
垂
行
省
の
慶
置
、

支
那
人
の
排
行
、
南
蕃
回
々
佛
蓮
、
バ
ア
ラ
イ
ン
ε
支
那
ε
の
關

係
、
外
商
の
慧
産
慮
分
、
明
太
租
の
異
種
族
排
斥
、
明
初
蒲
姓
の

禁
止
、
支
那
歴
代
の
禁
銀
、
色
目
の
名
辮
の
解
繹
、
元
代
色
目
入

の
勢
力
等
、
二
十
幅
項
を
墾
ぐ
、
之
を
要
す
る
に
縁
者
も
謂
は
る

る
郷
く
、
本
論
著
に
於
て
は
波
斯
俗
及
烈
の
諸
事
、
高
麗
の
察
氏

の
件
…
事
、
キ
ン
ツ
ァ
イ
行
在
説
、
タ
ウ
ガ
ス
唐
家
子
論
、
カ
ン
ツ

ウ
江
都
設
、
ジ
ャ
ン
フ
ウ
泉
州
設
、
カ
ン
フ
ウ
隔
落
年
代
、
麿
宋

時
代
に
於
け
る
外
人
犯
罪
者
の
慮
分
、
宋
時
代
に
於
け
る
支
那
般

の
構
造
設
備
、
支
那
銅
銭
の
海
外
三
三
、
懐
旧
寺
懐
聖
塔
の
瀞
建

年
代
、
元
三
の
丁
々
國
丁
、
河
兜
國
、
急
蘭
細
帯
國
の
位
置
、
廣

州
の
旧
姓
の
風
習
等
に
つ
き
是
非
を
論
じ
て
博
士
の
創
見
を
公
に

し
た
る
も
の
に
し
て
、
東
洋
史
西
洋
史
に
志
す
者
は
必
ず
一
本
を

備
ふ
べ
き
必
要
あ
り
ミ
す
、
菊
版
三
百
＋
頁
の
美
本
、
巻
末
に
索

引
、
巻
首
に
唐
宋
之
時
代
東
西
爾
洋
海
上
交
海
蓼
放
論
を
添
ふ
、

（
支
那
上
海
鞄
子
路
第
百
拾
戴
號
東
亜
攻
究
會
登
行
、
丸
善
株
式

會
杜
本
支
店
身
骨
）
（
那
波
）

　
　
　
第
九
巻
　
　
二
野

　
　
　
　
　
彙
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

⑳
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
臨
戦
見
本
毎
年
講
嚢
題
目

國
史
贈
爵
（
中
世
）

武
家
時
代
の
経
濟
史
観

諸
藩
の
比
較
研
究

古
代
史
特
殊
事
項

古
代
史
籍
解
題

國
史
地
理

靴
墨
研
究
法

旧
史
概
説
（
書
代
、
近
世
）

京
都
の
史
的
研
究

古
文
書
墨
各
説

東
洋
三
三
設
（
三
三
時
代
）

唐
律
の
研
究

詳
知
録

東
洋
史
概
設
（
上
古
時
代
）

満
洲
開
國
時
代
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號

一
四
一 鐘

ノ
　　

ﾃ
浦
教
授

÷
　
　

　
　
二
中
村
（
直
）
講
師

…
亨
　

二｝

燗
｡
驚

　
（
四
九
一
」



　
　
第
九
巻
　
　
急
報

東
洋
史
三
士
（
清
朝
時
代
）

莫
支
外
交
附
係

支
那
關
係
外
交
條
約
文
研
究

東
洋
史
回
読
（
宋
元
時
代
）

中
央
亜
細
亜
出
土
文
献
解
詑

》
田

西
洋
史
概
設
（
古
代
東
方
・
古
典
古
代
・
中
古
）
二

猫
逸
巾
人
學
史
（
ヘ
ル
ー
フ
ル
よ
．
リ
ラ
ン
ク
迄
）
　
二

古
代
中
古
及
近
世
に
於
け
る
特
殊
事
項
　
　
】

史
籍
講
護

　
西
洋
史
概
読
（
近
世
及
最
近
世
）

伊
太
利
復
興
期
の
文
化

．
考
古
墨
概
論

日
本
考
古
學

羅
馬
考
古
學

地
理
學
概
論
（
人
文
）

聚
落
地
理

地
理
學
講
誠
、

地
理
學
實
脅

演
瞥

Nsv－v－v一　“　’@一o一一v一一“一；

　石・　　濱　大中　 坂

　椿　 田類禁　口
教
授

敏
授

教
擬

中
村
（
善
）
講
離

大
類
　
講
師

敏
授

教
授

地
理
墨
概
説
（
自
然
）

日
本
群
島

地
理
墨
實
習

地
質
學

地
塩
魚

入
類
學

第
三
號
　
　
一
匹
二

（
四
九
二
）

｝
川
敏
授

　
二
棋
山
助
歎
授

　
二
足
立
　
教
授

　
　
　
鵬
大
正
十
三
年
度
卒
業
論
交
題
目

　
京
都
薄
白
大
撃
丈
學
部
に
於
け
る
本
年
度
の
史
學
科
其
他
の
卒

業
論
文
の
題
目
の
中
史
學
地
理
畢
に
蘭
す
る
も
の
は
次
の
通
で
あ

る
。

　
　
　
史
　
學
　
科

江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
（
國
史
）

徳
川
三
岡
の
租
税
（
同
）

　
　
　
哲
學
科

加
藤
鐵

郎

勝
峯

月
漢i

六
靱
時
代
に
於
け
る
羅
老
の
交
渉
（
支
那
哲
）
　
名
畑
　
慮
順

　
　
　
文
　
學
　
料

職
阿
彌
の
世
話
物
に
就
い
て
（
國
文
）
　
　
　
吉
見
廣
勝

近
松
劇
内
的
概
観
（
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
枝
　
塘
一

李
家
物
語
の
成
立
に
開
す
る
研
究
（
同
）
　
△
後
藤
丹
治



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
△
選
科
生
、
○
委
託
銀
閣
）

　
　
⑱
京
都
帝
國
大
量
第
十
五
厨
夏
期
講
演
會

　
短
年
恒
例
ぐ
」
し
て
開
か
る
・
本
學
の
特
別
忌
明
講
演
會
は
本
年

も
ま
た
八
月
一
日
か
ら
九
日
越
で
の
間
に
開
か
れ
る
。
講
混
題
目

の
内
史
墨
に
關
す
る
も
の
で
は

　
日
本
文
化
史
　
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
部
　
西
田
助
敏
授

が
あ
妙
、
科
員
講
演
で
は

　
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
人
生
観
・
　
　
　
文
學
部
　
石
田
　
講
師

　
萬
葉
女
歌
人
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
同
　
　
　
澤
潟
助
敏
授

が
あ
る
。
聴
講
希
望
者
は
大
學
本
部
に
照
合
す
べ
し
ε
。

　
　
　
醗
帝
國
玉
里
院
授
賞
式

　
帝
國
學
士
院
本
年
度
授
賞
式
は
五
月
半
臥
暴
行
さ
れ
た
が
受
賞

者
の
中
で
輿
學
に
關
係
あ
る
も
の
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
，
恩
賜
賞
授
與

一
長
慶
天
皇
御
邸
位
の
研
究
　
　
故
文
學
博
士
　
八
代
國
治

　
　
　
　
桂
公
雷
記
念
賞
授
與

一
大
日
本
金
石
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
崎
　
愛
吉

　
　
　
　
大
阪
侮
月
東
京
日
日
新
聞
御
成
婚
記
念
賞
授
爵

　
　
　
第
九
悠
　
　
藁
報

一
和
鏡
鐙
英
、
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
治
兵
衛

　
　
　
㊥
西
町
直
二
郎
氏
主
位
授
與

　
本
盗
評
議
員
た
る
西
田
直
二
郎
氏
は
「
王
朝
の
庶
民
階
級
」
ε
題

す
る
論
文
を
京
都
戯
書
大
器
に
提
出
し
て
去
五
月
十
二
口
附
で
文

學
博
士
の
墨
位
を
授
與
さ
れ
た
。

　
　
　
⑳
新
井
自
運
二
百
年
忌
記
念
講
演
會

　
史
學
地
理
墨
同
致
會
圭
催
の
新
井
白
石
二
百
年
忌
記
念
講
演
會

は
去
m
幽
月
十
山
ハ
日
午
後
山
ハ
時
心
＋
よ
り
大
阪
市
大
江
ビ
ル
評
ア
ン
ダ
講

堂
に
て
開
催
、
左
記
の
講
演
が
あ
っ
た
。

一
新
井
白
石
ε
其
時
代
　
　
　
　
　
　
文
墨
士
　
魚
澄
惣
五
郎

嚇
新
井
白
石
の
重
商
圭
義
　
　
　
　
文
學
士
　
西
田
直
二
郎

鴎
異
域
研
究
者
ε
し
て
の
新
井
白
石
文
畢
博
士
新
村
　
　
出

次
で
五
竜
三
日
午
後
二
時
よ
り
京
都
帝
國
大
難
學
生
集
合
場
に
開

き
、
左
の
講
演
が
あ
っ
た
。

一
新
井
白
石
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
粟
野
秀
穂

一
新
井
白
石
の
史
學
思
想
　
　
　
　
文
學
士
　
西
田
直
二
郎

一
新
井
組
石
の
｝
慰
聞
に
つ
い
て
　
文
學
博
士
　
内
藤
虎
次
郎

猫
ほ
白
石
に
更
す
る
研
究
を
嚢
表
せ
ら
る
、
筈
の
三
浦
博
士
は
最

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
四
三
　
（
四
九
三
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
嚢
三

寸
令
嬢
の
不
幸
に
鮫
り
て
欠
席
せ
ら
れ
た
。
因
に
當
日
は
白
石
に

撫
す
な
卑
料
を
聖
像
及
墓
銘
、
書
翰
、
自
筆
＊
、
署
述
，
白
石
關

係
道
書
の
五
類
に
分
ち
て
陳
列
し
た
が
、
就
中
近
衛
文
麿
氏
所
麟

五
白
月
・
†
扁
日
附
蛮
ロ
歌
、
同
山
ハ
日
月
費
八
日
附
蛮
醇
歌
、
同
十
二
月
十
一
二

日
附
書
献
、
久
原
文
康
所
藏
正
徳
三
年
閏
五
月
十
四
日
附
書
歌
、

雨
森
民
雄
氏
所
藏
元
弘
劒
璽
記
の
舞
歌
、
久
原
文
庫
所
藏
白
石
自

筆
高
子
観
遊
記
、
同
上
論
語
筆
記
、
京
郡
飼
畜
大
臣
附
囑
岡
害
館

所
藏
太
」
出
南
新
の
識
語
あ
る
蝦
夷
志
、
同
國
変
研
究
室
批
評
小
宮

山
楓
軒
の
識
語
及
び
書
入
あ
る
談
史
飴
論
等
の
稀
糊
の
も
の
が
あ

っ
た
。

　
　
　
働
雌
羊
研
究
會

例
會
　
五
月
十
日
午
後
一
時
孕
よ
り
法
墨
部
第
三
敏
室
に
於
て

開
催
左
の
講
演
あ
り
來
會
考
五
＋
鈴
名
午
後
五
時
散
賊
す
。

　
寒
愈
総
懸
さ
時
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
信
之
助
君

右
は
其
一
部
を
本
郷
に
掲
載
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
要
領
を
記
す
事

を
略
す
。

　
バ
ロ
ッ
ク
時
代
ミ
ル
ー
ベ
ン
ス
　
文
學
博
士
　
大
類
　
伸
君

　
＋
六
世
紀
の
後
牟
よ
り
十
八
世
紀
の
頃
迄
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
競
　
　
、
一
四
四
　
（
四
九
四
）

特
色
は
全
町
に
歴
史
の
生
命
の
横
濫
せ
る
こ
ぐ
一
に
し
て
ル
ー
ペ
ン

ス
は
此
の
時
代
背
繋
を
負
ひ
入
の
感
情
に
訴
ふ
る
色
彩
美
粗
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

諜
を
製
し
血
ミ
肉
の
氣
味
充
分
な
る
作
品
を
駕
し
と
篇
魂
§
一
つ
等
の

識
に
現
は
れ
ざ
り
し
新
傾
向
を
購
き
し
が
、
こ
れ
實
に
時
代
文
化

の
影
響
せ
し
も
の
な
ら
ん
。

　
　
　
麟
支
　
那
　
學
　
愈

例
會
　
四
月
二
＋
七
日
松
崎
慷
堂
、
猪
飼
敬
所
念
先
王
を
中
心
ε

し
日
本
に
於
け
る
漢
學
派
の
功
績
を
表
彰
す
る
意
味
の
講
演
會
を

京
都
帝
國
大
順
々
想
望
溜
場
に
公
開
し

　
猪
飼
敬
所
先
生
の
事
蹟
及
び
學
問
文
學
士
瀞
田
喜
一
郎
君

　
松
崎
懐
堂
先
生
事
略
　
　
　
　
文
墨
博
士
　
狩
野
　
直
喜
君

　
ロ
本
の
漢
學
派
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
内
藤
虎
次
郎
震

の
講
演
あ
り
同
時
に
起
揚
に
於
て
右
講
堂
に
驕
係
あ
る
松
崎
擁
堂

猪
飼
敬
所
、
撫
内
君
葬
、
近
藤
正
齋
、
吉
田
名
工
，
越
谷
簸
齋
、

市
野
迷
蕎
、
山
梨
稻
川
、
最
上
鶯
谷
，
瀧
江
抽
齋
、
小
島
成
齋
、

海
保
漁
村
、
岡
本
況
齋
諸
儒
の
遣
著
慰
墨
扁
百
七
＋
鮎
を
陳
列
し

非
常
の
盛
會
な
り
き
。

例
會
　
五
月
二
十
二
日
午
後
六
時
よ
り
文
墨
部
第
五
教
室
に
て



開
催
左
の
講
演
あ
り
。

　
黄
河
々
瀕
に
総
て
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
藤
濁
　
元
春
鴬

　
鬼
紳
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
高
瀬
武
次
郎
潜

　
順
避
別
面
囚
　
山
ハ
日
μ
九
日
午
後
五
時
応
十
よ
・
り
由
爪
都
帝
國
大
薮
墨
生
集

、

會
場
に
於
て
今
般
賢
兄
各
國
へ
鶴
見
親
察
の
恩
怨
張
せ
ら
る
る
文

墨
部
教
授
文
學
簿
士
内
藤
虎
次
郎
氏
の
爲
に
迭
刷
の
宴
を
設
け
患

席
者
四
十
五
名
午
後
八
時
散
會
せ
り
。

　
　
　
⑭
護
　
　
史
　
　
會

例
命
日
　
三
日
μ
二
十
…
四
口
L
十
徐
六
階
よ
り
、
難
風
比
憶
パ
魯
　
場
に
て
…
囲
催

出
席
者
三
浦
教
授
以
下
十
八
名
、
本
年
卒
業
さ
れ
し
加
藤
勝
峰
の

　
爾
君
よ
り
其
の
論
文
報
告
¶
こ
し
て
左
の
講
演
あ
り
終
り
て
三
浦
教

授
の
批
評
あ
り
て
散
會
せ
り
。

　
　
蝋
、
徳
川
幕
府
の
租
観
　
　
　
　
　
　
　
如
藤
鐵
三
郎
君

　
先
づ
租
税
史
研
究
の
概
論
ミ
し
て
、
租
税
の
意
味
、
徳
川
幕
府

の
租
税
研
究
の
慣
値
，
方
法
時
代
の
随
分
等
を
蓮
べ
、
次
に
そ
の

種
類
を
暴
け
、
困
租
、
小
物
虞
、
課
役
、
武
家
役
一
等
に
賦
課
及
徴

牧
の
方
法
を
示
し
、
更
に
徴
鏡
機
驕
の
縄
織
に
も
及
び
最
後
に
結

論
こ
し
て
翠
雲
及
び
翼
、
徴
納
の
野
獣
に
影
響
せ
る
黙
等
を
続
け
ら

　
　
　
第
九
巻
　
　
彙
報

し
こ
ウ
つ

4
4
」
’
ξ

　
哨
、
，
葦
戸
幕
府
の
宗
教
攻
策
　
　
　
　
　
勝
峰
月
渓
君

　
内
容
を
基
督
教
言
佛
教
及
び
早
道
の
二
つ
に
分
ち
、
前
編
に
於

て
は
、
織
選
言
氏
の
鋤
墓
、
督
教
策
よ
り
、
家
康
、
秀
忠
、
家
光
の

そ
れ
に
及
び
、
最
後
に
鎭
國
の
得
失
を
論
ぜ
ら
れ
た
り
。
後
編
に

於
て
も
織
豊
二
氏
の
樹
佛
教
策
に
説
を
超
し
、
暮
府
の
宗
政
機
關

並
に
其
の
開
嚢
政
策
、
及
ひ
之
が
佛
教
界
に
及
せ
し
影
響
、
幕
府

の
紳
道
に
封
ず
る
政
策
等
を
述
べ
最
後
に
維
新
に
於
け
る
慶
佛
殿

羅
の
響
動
に
も
論
旨
を
進
め
て
完
結
を
期
せ
ら
れ
た
り
。

例
會
　
去
五
月
九
ロ
午
後
六
時
孚
よ
り
下
生
集
隠
場
に
於
て
大

正
十
｝
二
年
度
第
｝
次
弼
會
開
催
、
左
記
講
演
終
了
後
會
員
西
田
助

教
授
よ
り
讃
史
會
の
沿
革
に
就
て
新
入
會
員
の
た
め
に
詳
明
あ
・
り

た
り
。

　
一
、
吉
田
定
房
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
中
村
　
直
勝
君

吉
栂
定
房
に
蚤
す
る
考
察
の
態
度
を
前
提
し
彼
に
断
て
の
疑
辮
は

背
景
ミ
し
て
の
彼
の
生
存
し
た
時
代
精
神
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
槻
察
す
る
こ
「
こ
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
彼
に
か
ら
ま
る
非
人
絡
的
の
嗜
影
も
除
か
れ
る
で
あ
ら
・
）
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
五
　
（
四
九
五
）

0



　
　
　
第
九
巻
　
　
官
報

論
逃
し
、
彼
か
、
彼
ミ
不
可
離
の
關
係
に
あ
る
大
贅
寺
田
を
裏
切

り
討
幕
計
讃
を
幕
府
に
密
告
し
、
叉
花
園
院
の
院
の
評
定
衆
ミ
な

り
、
光
撒
院
の
大
営
會
に
は
そ
の
女
を
五
節
の
舞
嫡
ε
し
て
出
し

て
み
る
ミ
云
ふ
如
き
旗
織
顔
る
不
仁
単
な
る
こ
の
｝
入
格
を
批
判

す
る
に
は
盛
時
の
公
卿
が
無
主
義
無
節
操
に
し
て
勢
擢
把
握
の
た

め
に
醜
き
内
証
を
不
噺
に
趨
し
て
み
た
こ
S
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

吉
田
家
の
人
－
こ
し
て
は
異
常
の
榮
蓬
を
し
た
る
黒
房
は
自
己
の
地

位
を
安
定
せ
し
め
ん
た
め
に
自
己
を
懸
り
、
入
を
費
た
の
で
あ
る

こ
の
不
純
な
る
入
格
が
吉
野
に
て
莫
臼
も
た
ミ
云
ふ
に
ミ
が
彼
の

終
末
を
飾
る
最
後
の
一
頁
ぐ
」
せ
め
て
も
な
っ
た
ε
結
ば
る
。

例
會
　
五
月
三
＋
β
午
後
六
時
牟
よ
り
、
學
生
腐
磁
場
に
於
て
開

催
、
左
記
講
演
あ
の
て
十
時
散
會
。

　
一
、
撰
勢
紳
宮
御
鎭
座
に
就
て
　
丈
墨
博
士
　
喜
田
貞
吉
氏

轟
道
五
部
書
癖
下
灘
宮
關
係
の
諸
書
に
軸
側
多
き
こ
S
を
摘
濁
し

騨
宮
關
係
の
記
事
の
眞
相
を
傳
へ
ら
れ
ざ
る
を
論
難
さ
れ
、
五
十

鈴
川
ε
宮
川
ε
の
混
同
せ
る
こ
ε
を
述
べ
今
の
五
十
鈴
川
は
御
裳

濯
川
な
ら
ん
ミ
論
蝶
を
指
示
し
て
紅
蓮
さ
れ
る
。
績
い
て
内
宮
、

外
宮
の
祭
紳
及
御
鎭
座
の
場
所
、
御
遷
宮
等
の
こ
ミ
に
貢
し
て
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
腋
脚
　
　
｝
四
山
ハ
　
（
四
九
六
）

親
し
山
田
に
て
は
外
富
の
祭
淋
は
國
顔
立
紳
に
し
て
内
宮
の
下
に

從
ふ
べ
き
に
あ
ら
す
ミ
圭
課
せ
る
結
果
、
宇
治
、
由
田
の
箏
ミ
な

り
流
血
の
悲
燧
事
を
見
る
に
い
た
れ
る
が
明
治
貝
後
に
な
り
て
初

め
て
爾
宮
の
別
明
か
に
な
る
に
い
た
っ
た
ε
論
を
結
ば
る
。

見
學
族
行
　
五
月
三
十
一
日
午
後
二
時
一
行
は
京
阪
電
車
に
乗

り
六
地
藏
に
下
車
、
直
ち
に
法
界
寺
に
到
る
。
西
田
戯
事
授
、
中

村
講
師
よ
り
法
界
寺
の
漕
草
、
堂
舎
建
築
及
佛
像
に
就
て
の
設
明

を
聴
く
、
滴
る
如
き
深
緑
を
劃
せ
る
古
刹
の
雅
趣
を
愛
で
、
薫
香

の
香
し
み
つ
き
た
る
薄
暗
き
内
陣
に
入
り
て
項
彌
壇
近
く
に
定
生

作
の
金
色
の
上
品
下
生
の
彌
陀
愈
像
を
仰
ぐ
ミ
き
彌
陀
如
來
を
慈

悲
親
ミ
し
て
随
喜
の
涙
を
流
す
ゆ
か
し
い
野
阜
信
者
の
心
持
も
う

か
が
は
れ
構
名
が
自
づ
ミ
ロ
に
出
る
。
高
雅
な
る
藝
術
品
は
紳
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
ミ
を
強
く
思
は
せ
る
。

　
法
界
寺
に
残
り
多
い
別
れ
を
告
げ
て
下
翼
醍
を
育
て
直
ち
に
上

醍
醐
に
登
る
。
五
時
頃
宿
坊
に
つ
き
名
物
醍
醐
湯
を
浴
び
て
疲
れ

を
流
し
晩
餐
に
精
進
料
理
を
味
ふ
、
そ
の
夜
は
、
深
山
の
梵
刹
の

奥
ま
れ
る
廣
聞
に
｝
行
は
圓
越
し
て
左
記
の
如
き
講
話
を
聴
き
、

終
て
昏
自
の
自
由
質
問
に
懇
切
な
る
癒
答
を
し
て
戴
き
夜
の
更
け

》



る
の
を
忘
れ
て
み
た
。
閑
寂
な
夜
、
茶
を
く
み
つ
、
し
ん
み
り
し

た
お
話
に
落
着
い
て
み
る
ざ
き
郭
公
の
吊
を
裂
く
や
う
な
聲
が
二

聲
三
聲
窓
外
か
ら
き
こ
え
身
の
引
き
割
る
を
畳
え
た
。
こ
の
夜
の

忘
れ
難
い
茶
話
會
は
諜
き
ぬ
愛
惜
を
残
し
て
十
一
時
過
閉
じ
た
。

　
醍
醐
寺
及
法
界
寺
の
建
築
に
出
て
　
　
　
　
天
沼
教
授

　
郭
公
に
關
係
す
る
一
古
文
書
に
就
て
　
　
　
中
村
講
師

　
醍
醐
寺
の
沿
革
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
西
田
助
教
授

翌
六
月
一
日
は
午
前
中
上
醍
醐
に
て
清
瀧
拝
殿
、
恩
師
堂
、
五
大

堂
、
御
影
堂
、
経
当
家
の
諸
建
築
に
就
て
天
沼
一
己
よ
り
敏
示
を

受
く
。
か
く
て
、
見
學
族
行
な
ら
で
は
得
ら
れ
ざ
る
知
識
ミ
印
象

を
得
た
る
こ
S
を
異
口
同
音
に
喜
び
つ
蕊
下
醍
醐
に
下
る
。
こ
こ

に
て
は
五
重
塔
の
建
築
を
賞
讃
し
、
金
堂
を
見
些
し
、
三
駿
院
の

書
院
、
庭
苑
、
座
敷
等
を
滲
観
し
て
所
藏
の
古
文
書
を
検
索
す
る
。

一
一
准
后
日
記
、
義
演
三
后
爲
記
を
初
め
御
三
筆
の
撒
々
ミ
満
濃

ε
な
れ
る
識
軸
の
多
く
を
見
て
四
時
過
こ
こ
に
て
解
散
し
て
魯
自

註
途
に
つ
く
。

第
九
怒
　
　
藥
報

會

華尺

　
　
　
⑱
寄
購
交
換
六
書

國
學
院
難
辻
三
〇
の
三
・
四
・
五

史
學
難
誌
　
三
五
の
二

朝
鮮
史
講
座
　
七
・
八

東
洋
思
湘
心
研
一
究
　
　
一
六

東
洋
學
報
　
一
三
の
四

民
想
　
四
・
五

経
濟
論
叢
　
一
八
の
三
・
四
・
五
・
六

龍
谷
大
學
論
叢
　
二
五
四

歴
史
地
細
隼
　
四
一
二
の
一
二
。
四
↓
血
。
山
王

國
學
季
刊
　
一
の
三

藝
術
史
壇
八
七

大
正
十
一
年
度
古
蹟
調
査
報
告
　
第
一
冊

朝
鮮
文
論
及
陞
鷹
派
賢

古
代
國
語
の
研
究

⑳
會
員
動
静

　
⑳
入
　
　
會

　
　
　
　
　
第
三
難

　
　
國
學
院
大
學

　
　
史
　
　
學
　
　
會

　
　
朝
鮮
史
跡
會

　
　
東
洋
思
想
研
究
所

東
洋
協
會
學
術
調
査
部

　
　
東
洋
　
大
　
學

　
　
京
大
経
理
畢
會

　
　
龍
谷
大
墨
論
叢
趾

　
　
日
本
學
術
普
及
會

　
　
國
立
北
京
大
忌

　
　
廣
島
尚
古
會

朝
鮮
総
督
府

小
田
省
吉
著

安
藤
正
次
著

一
四
七
　
（
四
九
七
）



　
　
第
九
巻
　
藥
報

京
都
市
上
京
廣
烏
丸
通
上
立
如
上
ル
　
　
　
　
太
田
喜
二
郎

京
都
市
外
大
宮
村
字
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
圭
　
資

　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
羽
田
亨
）

東
京
布
下
谷
畑
谷
中
天
玉
寺
町
三
五
　
　
　
　
硲
　
　
慈
　

弘

　
　
　
　
　
　
（
右
沼
介
者
　
井
川
定
慶
）

京
都
市
上
京
匝
吉
磁
町
中
大
路
一
一
三
　
　
　
　
飯
　
沼
　
守
　
麿

　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
島
田
東
彦
）

東
京
市
芝
睡
三
田
糊
晦
一
　
　
　
　
　
　
　
！
1
　
　
口
　
　
昌

東
京
市
庶
…
布
腿
富
士
見
瞬
九
　
　
　
　

土
羽
保
太
郎

　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
餓
田
4
1
心
純
）

京
都
市
上
京
纏
三
條
通
室
町
束
　
　
　
　
　
木
島
誠
三

　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
中
村
直
勝
）

闘
山
縣
立
師
範
學
校
　
　
　
　

大
内
千
秋

　
　
　
　
　
　
（
右
紹
介
者
笠
原
笛
二
）

　
　
　
醗
逼
　
　
愈

山
内
二
郎
、
鳥
野
幸
次
、
飼
畜
小
鷹
策
、
左
藤
義
詮

　
　
　
二
死
　
　
亡
、

安
部
立
郎
　
八
代
國
治

　
　
　
臣
節
費
領
牧

大
正
十
三
年
度

　
大
橋
金
造
　

野
幽
忠
幹
　

甲
崎
　
環

．
臼
鳥
庫
吉
　
　
伊
藤
滋
晃
　
　
油
木
彦
一

　大　　　　　　　　　　　大
木正高槌李長峯笠淺石西正岩浦米内瀬黒羽大松布

1濃範驚泉灘田1幽魂慧願事
郎　緊吾昇雄澄二郎胤宏　藏箭増長熊徳部吉一豊

箪
三
號渡署堀清倣大大松篠禿

邊生場水沼西面田田氏

一
四
入

鰭
全

周
之

鵜
徳

源
圃

麗
筆
、

博
夫

義
馨

成
｝

世
詰

齊大林藤田渡石高

髄井 黒柏?橋

麹五 t　鞍
章道一郎潔求雄郎

衣
笠
健
雄

（
四
九
八
）

津
金
実
香

藤
田
穐
三

由
田
角
入

植
村
・
清
二

鹿
島
圓
次
郎

佐
々
木
彌
四
郎

樋
口
津
彌
太
郎

博
多
久
吉

室
賀
萬
之
助

伊
木
蕎
一

松
本
信
黒

鳥
野
幸
次

中
村
久
悶
郎

東
洋
文
庫

翁
鴇
　
淀
　
ヤ

ー
　
　
’
　
　
み

西
悶
虎
之
助

樋
口
津
彌
太
郎


